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２.  書写における基礎基本のとらえ方 











①姿勢・執筆法 ②用具・用材とその扱い方 ③筆使い ④筆順 ⑤字形 ⑥書く速さ  
⑦文字の大きさ ⑧配列・配置 ⑨書式 ⑩良否・適否の弁別 
このとき、①姿勢・執筆法から④筆順までは基礎基本であり、⑤字形や⑨書式がそうではないといういい方はで
きない。 













































図 1 学習の重要性等 
 有用性     難易度 
   真理性・芸術性 
図 2 有用性を中心に 
 有用性     難易度 
      真理性・芸術性 
 
社会（学校）生活に役立つこと = 文字を書くこと 
  ※レベル 高 ： 読みやすい 
       低 ： 読める 
   ○汎用性 最大： 常に使える学習内容 
       最小： 特定の文字・書式等にのみに 
          使える学習内容 
  （＋使用頻度） 












































図 3 真理性・芸術性を中心に 
 有用性     難易度 
   真理性・芸術性 
 
真に ・読みやすい 
   ・書きやすい こと 




図 4 難易度を中心に 
 有用性       難易度 
   真理性・芸術性 
 
○容易に学習できること 
  ・理解 
  ・技能（実現） 
○発達段階に即していること 
図 5 理解と技能の問題 
 学習内容の 
 理解              定着 
  ・どのように書けば     ・そのように 
   よいか、わかる       書ける 
   ・なぜそのように書くべきか 
   なのか、わかる 
○合理性が説明できること 













































図 6 意欲と関心の問題 
 
 導入時      学習活動中     終了時 




     ○納得できる合理的内容 
図 7 横断的・総合的学習と基礎基本  他の学習活動 
 
  「三」の学習           「三のみ」            
汎 「三」による 
用  ・三本の横画の長さの学習 
性  ・複数の横画の長さの学習 










































３.  汎用性の考察 
 具体的に汎用性を明確にしていくための方法について考察する。 
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のは 61に分類される横画で 3266回 16.23%であることが明らかになっている。これらの調査における使用率の
高い点画・要素等は、用いられる機会が多いはずである。 
図 8 マクロ的にみた書写の汎用性 














４.  合理性の考察 
































 ｜   ・原理から 
 ｜ ・科学的分析 
 ｜ ・現代の書字環境から 
 ｜   
 基礎・基本としての確立 
図 10 楷書の合理性（右上がり） 
図 11 現代の書字環境から（書字方向の例） 
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育研究の範疇を越えるわけであるが、それらを踏まえた合理性の明確化が必要であると思われる。 




















５.  汎用性・合理性・難易度を検討するための課題 
 汎用性・合理性・難易度を検討するための課題およびその考え方について、考察する。 





















  書きやすさ           読みやすさ 
           
 覚えやすさ            美 感 
  （汎用性）      
   
      
                    
     個人性           伝統 
                 以前の書体、 
            字体・字形の残存 
  











































       一点を通過する点画を書くよりも、ある範囲の線
分に接する点画を書く方が容易である。 
       （書きやすさ） 
②の合理性： 行書のように、書きやすさが比較的優先される場
合、厳密に接する必要がない。（書きやすさ） 
図 14 規則性と例外則（例：接し方） 
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図 15 例外則を減らす可能性（例：筆順） 
図 16 難易度と汎用性（例：間隔） 












































図 17 統一的理論の可能性 
       （心理的ポテンシャルの効果より） 
 （左右からなる字 理論）   → （応用の可能性） 
                  ・閉空間は広めに書く 
                  ・横画の長さと幅の問題 
                  ・門構えと内側の問題 
                  ・文字の大きさの関係 
 
  ↓ 
 （同 教育実践での利用） 
 






































 図 18    大脳で考え調整する段階     小脳で運動として記憶する段階 
   形状の認知 → （形状の記憶 →） 運動 → 運動性の記憶 
          ← フィードバック ← 
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